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平成２６年第６回農業委員会総会 

 

         平成２６年６月１９日午後３時００分 八街市農業委員会総会を 

         八街市役所第１会議室に招集し、内容は次のとおりである。 

 

１．出席者 

    １．森  邦 央      ８．鈴 木 勝 雄      15．井 口 政 直 

    ２．長谷川英雄      ９．岩 品 要 助      16．中 川 利 夫 

    ３．武 藤  功      10．栗原十三男      17．井 野  基 

    ４．宮 部  操      11．関 口 芳 秀      18．石井とよ子 

    ５．赤 地 達 雄      12．小 山 優 一      19．関 端  旭 

    ６．内 藤 富 夫      13．飛 田 育 男      20．菅 野 喜 男 

    ７．林  和 弘      14．瀬 山 晢 信      21．三 須 裕 司 

                              22．川 野  繁 

 

２．事務局 

    事 務 局 長  醍 醐 文 一         主 査 補  宮 内 清 志 

    副 主 幹  菅 沼 邦 夫         副 主 査  浅 井 久 子 

 

３．議決事項 

    議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

    議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について 

    議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請について 

    議案第４号 農用地利用集積計画の承認について 

    議案第５号 農地法第３条関係事務指針の一部改正について 

    議案第６号 八街市農業委員会総会規則の一部改正について 

 

４．その他 

    報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

    報告第２号 農用地利用集積計画の中途解約に係る通知について 
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○醍醐事務局長 

 開会を宣す。（午後３時００分） 

○川野会長 

 平成２６年第６回総会にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 委員の皆様方におかれましては、公私ともにお忙しい中をご出席いただきまして、ありがと

うございます。 

 今年の梅雨は何か空梅雨のような感がございます。これから農作物には水かげんが大変だろ

うと思いますけども、とにかく頑張って、あと残すところ１カ月になりましたので、委員の皆

様方は頑張ってやってくださるようお願いいたしまして、簡単ではございますが挨拶にかえさ

せていただきます。 

 さて、今月の案件につきましては、農地法第３条、４条、５条、本体で２３件、農用地利用

集積の承認について７件、農地法第３条関係事務指針の一部改正について、八街市農業委員会

総会規則の一部改正について、農地法第１８条第６項の規定による通知１件、合わせまして総

件数で３３件が提出されております。慎重審議をお願いいたしまして、開会の挨拶にかえさせ

ていただきます。 

 ただいまの出席委員は２２名で、したがって、この総会は成立いたしました。 

 それでは、日程に従いまして、会務報告をお願いいたします。醍醐局長、お願いいたします。 

○醍醐事務局長 

 それでは、会務報告を申し上げます。 

 ５月２２日、午前１０時から、鈴木部長、中川副部長、武藤委員によります、転用事実確認

現地調査を実施いたしました。 

 また、５月２７日、水曜日、１２時半からは全国農業委員会会長大会が日比谷公会堂で開催

されまして、ここには三須副会長に出席いただいております。 

 ５月２８日、水曜日、午前１０時から、産業祭実行委員会が第４会議室で開催されまして、

ここには川野会長と私が出席しております。 

 また、同月２９日、木曜日、午前１０時からは耕作放棄地対策協議会が市役所第５会議室で

行われ、これも川野会長と私が出席させていただきました。 

 月がかわりまして、６月３日、水曜日、午後１時半から、宮部委員、井野委員によりまして、

市内の転用事実確認現地調査を実施しております。 

 以上でございます。 

○川野会長 

 次に、議事録署名委員の選任でございますが、議長から指名することでご異議ございません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○川野会長 

 異議なしと認め、こちらからご指名申し上げます。 
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 議席番号８番の鈴木委員、９番の岩品委員にお願いいたします。 

 議事に移ります。 

 議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請の１番から６番についてを議題といたしま

す。 

 事務局、説明願います。菅沼副主幹、お願いいたします。 

○菅沼副主幹 

 それでは、議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請についてご説明いたします。 

 番号１、区分、賃貸借。所在、八街字榎台。地目、畑。面積７，４０４平方メートル。権利

者事由、新規で農業経営を始めたい。義務者事由、農業後継者がいないため、規模を縮小した

い。なお、権利者におきましては平成２６年２月２０日付で新規就農者として３条による所有

権移転の許可をしましたが、その後、義務者の都合により、３条許可の取り消しを行いました

ので、今回の申請についても新規就農者という扱いになっております。ただし、当時部会案件

として慎重審議の上、許可を与え、それから４カ月しか経過しておらず、また当時の申請時の

営農計画と変わりありませんでしたので、部会案件とはしませんでした。 

 次に番号２、区分、売買。所在、八街字北夕日丘。地目、畑。面積１万５，８７３平方メー

トル。権利者事由、農業経営の規模を拡大したい。義務者事由、相続で農地を取得したが、農

業をしていないため、売却したい。なお、当該申請地は平成２５年１１月２０日付で３条売買

の許可をしましたが、当時の権利者の都合により、平成２６年５月に取り消し願が提出され、

許可は取り消されております。その後、新たな権利者が見つかり、今回の申請となっておりま

す。また、本件は議案第１号３番に関連しております。 

 番号３、区分、売買。所在、八街字北夕日丘。地目、畑。面積６２２平方メートル。権利者

事由、上記申請地の耕作道として利用するため、持ち分を取得したい。義務者事由、権利者の

要望により、耕作道の持ち分５分の４のうち、５分の３の持ち分を譲り渡す。なお、本件は議

案第１号２番に関連しております。 

 番号４、区分、売買。所在、東吉田字平井。地目、畑。面積７，２４６平方メートル。権利

者事由、申請地を夫名義で借り受けて耕作していたが、今後のことを考えて農地の権利を取得

し、引き続き農業に専念したい。義務者事由、権利者の要望により、貸し付けていた申請地を

譲り渡す。 

 番号５、区分、贈与。所在、八街字笹引。地目、畑。面積２，０４７平方メートル。権利者

事由、農業後継者として親から農地を譲り受け、引き続き農業に専念する。義務者事由、農業

後継者の息子に農地を譲り渡す。 

 番号６、区分、使用貸借。所在、沖字西沖。地目、畑。面積１，４８７平方メートルほか７

筆、計８筆の合計面積１万３，３８１平方メートル。権利者事由、親から再び農地を借り受け、

引き続き後継者として農業経営を行う。義務者事由、現在経営移譲年金を受給しているが、再

び後継者に農地を貸し付け、引き続き農業経営を移譲する。 

 以上です。 
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○川野会長 

 議案の説明が終わりましたので、担当委員の調査報告をお願いいたします。１番、鈴木部長、

お願いいたします。 

○鈴木部長 

 議案第１号、１番、農地法第３条申請に係る調査結果について報告します。 

 申請地は市役所から北へ約５キロメートル。現況は畑が耕されております。境界はお茶の木

で隣接地との境がはっきりしております。進入路は市道に接続されております。 

 次に、農地法第３条第２項の許可基準に適合するか否かについて報告します。 

 権利者の所有している主な農機具は２トントラック１台で、トラクター１台は自己資金にて

購入するそうです。労働力は権利者１名で、雇用者はいません。年間作業従事日数は権利者２

００日で、技術や知識については自分で勉強をしており、協力者もいるということであります。

面積用件についても下限面積の５０アールをクリアしております。また、周辺地域における農

地等の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保についても支障はありません。その他の参考と

なる事項として、営農計画は前回の申請と同じダイカンドラを作付し、自分の会社や太陽光発

電会社などの関連会社に販売することです。通作距離は約５キロメートル、車で１０分程度と

なっております。権利者については平成２６年２月に第３条の新規就農として部会で審議の上、

許可を与えており、権利者の営農計画の申請内容についても前回の申請と変更はありません。 

 以上の内容から、権利者及び世帯員等が権利取得後において耕作に必要な農作業に従事し、

申請地を含めた全ての農地について効率的に利用すると認められますので、本案件は農地法第

３条第２項に該当しないことから、許可相当と判断いたしました。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 続いて、２番、３番は関連がありますので、栗原委員、お願いいたします。 

○栗原委員 

 議案第１号、２番及び３番、農地法第３条申請に係る調査結果について関連しておりますの

で、一括で調査報告いたします。 

 申請地について、位置はＪＲ八街駅から西に約４．５キロメートル。境界は境界木と石杭が

あります。現況は休耕地となっております。進入路は市道から耕作道を利用しますが、耕作道

は民有地でありますので、通行するために今回合わせて耕作道の持ち分を取得するための申請

が出ております。 

 次に、農地法第３条第２項の許可基準に適合するか否かについて報告いたします。 

 権利者の所有している主な農機具はトラクター１台、管理機１台、コンバイン１台、田植え

機１台、トラック２台です。労働力は権利者とその世帯員の３名です。年間農作業従事日数は

権利者が１６０日、世帯員が平均１００日です。また技術力もあり、面積用件についても下限

面積の５０アールをクリアしております。現在所有する農地は全て効率的に耕作しており、過

去３年間において農業経営規模を縮小させる行為を行った事実はありません。また、周辺地域
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における農地等の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保についても支障はありません。その

他、参考となる事項として、権利者は現在会社員で、農業は兼業で行っておりますが、近々会

社を退職して、農業を行うということです。また現在は水稲を主に行っておりますが、今後は

畑の規模拡大を図っていくそうです。営農計画は果樹を中心に行うことになっております。通

作距離ですが、自宅から申請地まで約１８キロメートル、車で約３０分です。当該申請地には

抵当権が設定されておりますが、抵当権者から３条申請についての申請同意が添付されており

ます。また、権利者は平成２６年３月に山武市農業委員会から３条の買い受け適格者として証

明を受けております。 

 以上の内容から、権利者及び世帯員等が権利取得後において耕作に必要な農作業に常時従事

し、申請地を含めた全ての農地について効率的に利用すると認められますので、番号２番及び

その申請地への耕作道の持ち分取得であります番号３番につきまして、農地法第３条第２項各

号に該当しないことから、許可相当と判断いたしました。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 次に、４番、井口委員、お願いいたします。 

○井口委員 

 議案第１号、４番、農地法第３条申請に係る調査結果について報告します。 

 当該申請は３条許可により、借入をしている農地について、借りている世帯員がその農地の

所有権を取得するための申請であります。 

 申請地について、ＪＲ八街駅より約２．２キロメートルに位置しております。境界は確保さ

れております。現況は権利者により耕作されております。進入路は市道により確保されており

ます。 

 次に、農地法第３条第２項の許可基準に適合するか否かについて報告します。 

 権利者の所有している主な農機具はトラクター１台、耕運機２台、田植え機１台、軽トラッ

ク１台です。世帯員は住所は異なりますが、権利者とその旦那、実家の父の弟の４名で、うち

労力は権利者を含めて３名です。年間農作業従事日数は３名全員が年間１５０日。技術力もあ

り、面積用件についても下限面積の５０アールをクリアしております。その他、参考となる事

項として、権利者夫婦は週末に市内の実家に戻り、現在は実家の農業を主体となって行ってお

り、旦那さんの退職後は実家に戻って農業を継ぐそうです。営農計画は落花生を作付する予定

です。通作距離は自宅から約５０キロメートル、車で約１時間であります。実際に通作してい

る事実はあるため、問題はないと思います。 

 以上の内容から、権利者及び世帯員等が権利取得後において耕作に必要な農作業に常時従事

し、申請地を含めた全ての農地について効率的に利用すると認められますので、本案件は農地

法第３条第２項各号に該当しないことから、許可相当と判断いたしました。 

 以上、調査報告を終わります。 

○川野会長 
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 続いて、５番、岩品委員、お願いいたします。 

○岩品委員 

 議案第１号、５番、農地法第３条申請に係る調査結果についてご報告いたします。 

 今回申請は義務者である母親名義の農地を農業後継者である権利者の息子に贈与する申請で

あります。 

 申請地について、位置は市役所より南に約３．５キロメートルに位置し、境界は確定してい

ます。現況は落花生が作付けられております。進入路は市道に面して確保されています。 

 次に、農地法第３条第２項の許可基準に適合するか否かについて報告いたします。 

 権利者の所有している主な農機具はトラクター３台、耕運機２台、トラック２台、掘り取り

機２台です。労働力は権利者とその家族で４名。雇用者はいません。年間農業従事日数は権利

者が３５０日、世帯員が平均３３０日です。また技術力もあり、面積用件についても下限面積

の５０アールをクリアしております。現在所有する農地は全て効率的に耕作しており、過去３

年間において農業経営規模を縮小させる行為を行った事実はありません。また周辺地域におけ

る農地等の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保についても支障ありません。その他、参考

となる事項として、営農計画は落花生の作付を予定しており、通作距離ですが、申請地は自宅

の前にあります。 

 以上の内容から、権利者及び世帯員等が権利取得後において耕作に必要な農作業に常時従事

し、申請地を含めた全ての農地について効率的に利用すると認められますので、本案件は農地

法第３条第２項各号に該当しないことから、許可相当と判断いたしました。 

 以上、調査報告を終わります。 

○川野会長 

 次に、６番、林副部長、お願いいたします。 

○林副部長 

 議案第１号、６番、農地法第３条申請に係る調査結果について報告いたします。 

 当該申請は義務者が経営移譲年金の対象土地であり、後継者である息子と使用貸借権の再設

定による申請であります。 

 申請地につきましては市役所より南へ約８キロメートル地点に位置しております。進入路は

市道に面し、確保されております。 

 次に、農地法第３条第２項各号の許可基準に適合するか否かについて報告いたします。 

 権利者の所有している主な農機具は耕運機１台、トラクター１台、トラック２台です。労働

力は権利者を含め、世帯員が４名であり、常時雇用者はおりません。年間農作業従事日数は権

利者は１５０日で、ほか２名の世帯員が３００日。技術力もあり、面積用件についても問題あ

りません。また周辺地域等における農地等の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保について

も支障ありません。その他、参考となる事項として、経営農地は全て効率的に耕作しており、

過去３年間において農業経営規模を縮小させる行為を行った事実はありません。営農計画はこ

れまでと同様に里芋やサツマイモを作付し、出荷する予定だそうです。通作距離については自
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宅に隣接しております。 

 以上の内容から、権利者及び世帯員等が権利取得後において耕作に必要な農作業に常時従事

し、申請地を含めた全ての農地について効率的に利用すると認められますので、本案件は農地

法第３条第２項各号に該当しないことから、許可相当と判断いたしました。 

 以上、調査報告を終わります。 

○川野会長 

 担当委員の調査報告が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○川野会長 

 質疑なしということでございますので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第１号、１番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたし

ます。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１番については許可相当で決定いたします。 

 次に、２番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、２番については許可相当で決定いたします。 

 次に、３番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、３番については許可相当で決定いたします。 

 次に、４番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、４番については許可相当で決定いたします。 

 次に、５番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、５番については許可相当で決定いたします。 

 次に、６番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、６番については許可相当で決定いたします。 

 次に、議案第２号、農地法第４条の規定による許可申請の１番から３番についてを議題とい
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たします。 

 事務局、説明願います。宮内主査補、お願いいたします。 

○宮内主査補 

 それでは、議案第２号、農地法第４条の規定による許可申請についてご説明いたします。 

 番号１、所在は八街字大池地先。地目、畑。面積８１７平方メートルです。転用目的は長屋

住宅１棟用地です。転用事由は、当該申請地にアパートを建設し、そのアパート経営により安

定した収入を得るというものです。農地の区分は、第２種中高層住居専用地域にある農地であ

り、第３種農地と判断されます。 

 続いて、番号２、所在、大木字吉山地先。地目、畑。面積１万７０平方メートルのうち、９

９８．１２平方メートルです。転用目的は長屋住宅２棟用地です。転用事由は、当該申請地に

アパートを建設し、そのアパート経営により安定した収入を得るというものです。農地の区分

は、同じく第２種中高層住居専用地域にある農地であり、第３種農地と判断されます。 

 番号３、所在、東吉田字小山向地先。地目、山林。現況は畑です。面積４，０４５平方メー

トルのうち、３，４３４．０７平方メートルです。転用目的は太陽光発電施設用地です。転用

事由は、当該申請地に太陽光発電施設を設置し、安全な自然エネルギーを利用した太陽光発電

事業により経営規模の拡大を図るというものです。農地の区分は、農用地内にある広がりのあ

る農地であることから、第１種農地と判断されます。なお、本件は隣接する農地以外の土地と

近隣農地を一体的に利用するということから、議案第３号、番号１２、番号１３に関連してお

ります。 

 以上です。 

○川野会長 

 議案の説明が終わりましたので、担当委員の調査報告をお願いいたします。 

 １番は私の担当ですので、私から説明いたします。 

○川野会長 

 議案第２号、１番について報告いたします。 

 申請地は市役所より北東へ約５００メートルに位置して、進入路は公衆用道路により確保さ

れております。 

 農地区分は第３種農地と判断いたします。 

 一般基準ですが、計画面積は８１７平方メートルで、資金は借入金。造成計画、埋め立ては

なし。用地は市営水道とし、雨水については雨水浸透桝により敷地内処理を行うものでありま

す。また、境界についてはブロック積みを設置し、隣地への土砂の流出を防止することであり

ます。 

 申請人はアパートを建築し、安定した収入を確保したいとの理由もあり、必要性については

認められ、許可後、速やかに事業を行うものと判断いたしました。 

 以上のことから、立地基準、一般基準とも何ら問題ないものと思われます。 

 以上、調査報告を終わります。 
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○川野会長 

 続いて、２番、石井委員、お願いいたします。 

○石井委員 

 議案第２号、２番についての許可申請についての調査報告を申し上げます。 

 まず、立地基準ですが、申請地はＪＲ八街駅より南東に約９００メートル、国道４０９号線

日向入口交差点から東方へ成東酒々井線約３００メートルの地点に位置し、指定道路を通り、

進入路は確保されております。農地性でありますが、用途地域内にある農地ですので、事務指

針２８ページ、④の○b の（ウ）に該当するため、第３種農地と判断いたしました。 

 次に、一般基準ですが、本申請は長屋住宅２棟用地ということで９９８．１２平方メートル

であり、面積妥当だと思われます。土地選定理由としては申請地は住居地に近く、集合住宅の

管理も容易にでき、市道に隣接し、集合住宅用地に最適であるために選定したそうです。資金

の確保は借入金で賄う計画となっております。申請地は小作人等、権利移転に対して支障とな

るものはありません。用水は公営水道を使用し、排水調整池計画でありますが、雨水は区域内

に貯蔵して浸透施設で処理するそうです。汚水、雑排水は公共下水道施設へ直接放流するとの

ことです。防災計画ですが、工事中は防災ネット等を設置し、隣接地への被害を防止するそう

です。なお、工事における進入路は鉄板等を敷き、公共施設への破損等を防止するとのことで

す。隣接地との境界には土留めによる土砂流出を防ぐ計画となっております。建物集合住宅建

築による隣接地への日照、通風等の影響は特にないとのことです。計画についての隣接農地所

有者は説明を受けて、特に問題はありませんとのことでした。よって、隣接農地の営農状況に

支障を来すことはないものと思われます。事業実地の見込みは確認できます。また、申請地は

土地改良受益地ではありません。 

 以上のことから、立地基準、一般基準ともに問題はないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 次に、３番ですが、議案第３号１２番、１３番と関連しておりますので、あわせて調査報告

をお願いいたします。井口委員、お願いいたします。 

○井口委員 

 議案第２号、番号３、４条。議案第３号、番号１２、１３、５条。議案第２号、番号３及び

議案第３号、番号１２と１３は関連していますので、一括で調査報告を申し上げます。 

 まず、立地基準ですが、申請地は八街駅から南西へ約４．５キロメートルに位置し、市道か

らの進入路は確保されております。農地性としては農地の広がりが１０ヘクタール以上ある農

地と農業公共投資の対象となっていない、小集団の生産性の低い農地が合わさっており、それ

ぞれ事務指針の２９ページの⑤の（ｂ）に該当する第２種農地と３２ページの②のⓕの例外に

該当すると判断いたしました。 

 次に、一般基準ですが、本申請は太陽光発電施設用地ということで、農地以外の土地と合わ

せ、太陽光パネル３，５２８枚を設置するための面積が１万９，１４３平方メートルであり、
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そのうち、申請面積は６，３０２．０７平方メートルであり、面積は妥当と思われます。資金

につきましては自己資金にて賄う計画となっております。申請地には小作人等の権利設定はな

く、土地改良受益地でもありません。事業計画ですが、用水は使用せず、雨水は砕石敷きによ

り自然浸透です。周囲にはコンクリートブロック積みとフェンスを設置し、隣地への雨水等の

防止をするとのことです。権利者である会社は太陽光発電による収益増を図っていることから、

妥当性についても認められます。 

 これらのことから、立地基準、一般基準ともに、本案件は何ら問題はないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 担当委員の調査報告が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○川野会長 

 質疑はないようでございますので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第２号、１番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたし

ます。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１番については許可相当で決定いたします。 

 次に、２番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、２番については許可相当で決定いたします。 

 次に、３番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、３番については許可相当で決定いたします。 

 次に、議案第３号、農地法第５条の規定による許可申請の１番から１４番までを議題といた

します。 

 事務局、説明願います。宮内主査補、お願いいたします。 

○宮内主査補 

 それでは、議案第３号、農地法第５条の規定による許可申請についてご説明いたします。 

 番号１、所在は文違字文違野地先。地目、畑。面積３２１平方メートルほか２筆、計３筆の

合計面積７７６平方メートル。区分は売買。転用目的は建て売り分譲住宅用地及び進入路用地

ということです。転用事由は、住宅２棟及び進入路の建築と販売をするというものです。農地

の区分は農用地域内にある広がりが１０ヘクタール以上ある第１種農地と判断されます。 

 番号２、所在、八街字大池地先。地目、畑。面積１３２平方メートルです。区分は売買。転
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用目的は宅地拡張用地です。転用事由は、住宅の隣接地において駐車場や庭として利用するも

のです。農地の区分は、第２種中高層住居専用地域にある農地であり、第３種農地と判断され

ます。 

 番号３、所在、大木字花見台地先。地目、畑。面積５，１７９平方メートルのうち、５８．

７５平方メートルです。区分は使用貸借。転用目的は太陽光発電施設兼駐車場用地。転用事由

は、居住地隣接地において許可を取得し、目的どおり工事は完了したのですが、施設の規格が

大きく、許可面積よりはみ出してしまったため、追加で申請をするものです。農地の区分は、

農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地との理由から、第２種農地と判

断されます。 

 続きまして、番号４、八街字笹引地先。地目、畑。面積は４，１６３平方メートルのうち、

１，１０６．４８平方メートルです。区分は売買。転用目的は駐車場用地です。転用事由は、

製造業を営む事業地におきまして、敷地が狭い上に従業員の駐車スペースを確保しているとい

うことで、搬入や出荷時の大型車の出入りに苦慮しているため隣接地に駐車場を求め、既存施

設における業務の効率化を図るというものです。農地の区分は農地の広がりが１０ヘクタール

以上ある第１種農地として判断されます。 

 番号５、所在、大関字三角地先。地目、畑。面積１，９６０平方メートルのうち、８５４．

１３平方メートルほか１筆、計２筆の合計面積１，７０８．９９平方メートル。区分は使用貸

借です。転用目的は太陽光発電施設用地です。転用事由は、当該申請地において、太陽光発電

施設を設置し、安全な自然エネルギーを利用した太陽光発電事業により、安定した収入を図る

ものです。農地の区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地との

理由から、第２種農地と判断されます。 

 続きまして、番号６、番号７、番号８は関連しておりますので、一括してご説明いたします。

まず、番号６、所在、八街字夕日丘地先。地目、畑。面積２，７０１平方メートルのうち、１

６７．４２平方メートルほか１筆、計２筆の合計面積１７１．７７平方メートル。番号７、所

在、地目、同じく。面積１万７６５平方メートルのうち、７１５．８３平方メートル。番号８、

所在、地目、同じく。面積４，９２５平方メートルのうち、９３．７３平方メートルほか３筆、

計４筆の合計面積１８４．７９平方メートル。区分は使用貸借による一時転用です。転用目的

は進入路用地です。転用事由は、当該申請地の先で設置する不法投棄防護柵の工事に伴いまし

て進入路がないため、申請地を一時的に仮設道路として利用するものです。農地の区分は、農

業振興地域整備計画において定められた農用地区域内にある農地に該当いたします。 

 次の、番号９、番号１０も関連しておりますので、一括してご説明いたします。番号９、所

在、八街字畑ノ井地先。地目、畑。面積１９８平方メートルのうち、５６．４３平方メートル。

番号１０、所在、地目、同じく。面積３，９６６平方メートルのうち、１，６３６．２７平方

メートル。面積合計が４，１６４平方メートルのうち、１，６９２．７０平方メートルです。

区分は賃貸借です。転用目的は太陽光発電施設用地です。転用事由は、当該申請地と隣接する

山林において太陽光発電施設を設置し、安全な自然エネルギーを利用した太陽光発電事業を行



－１２－ 

い、経営規模の拡大を図るというものです。農地の区分は、農用地域内にある広がりのある農

地であることから、第１種農地と判断されます。 

 番号１１、所在、東吉田字鶴ヶ沢入地先。地目、畑。面積６６０平方メートルほか１筆、計

２筆の合計面積２，５２８平方メートル。区分は売買です。転用目的は太陽光発電施設用地で

す。転用事由は、当該申請地において、太陽光発電施設を設置し、安全な自然エネルギーを利

用した太陽光発電事業により、収益増を図るというものです。農地の区分は、農業公共投資の

対象となっていない小集団の生産性の低い農地との理由から、第２種農地と判断されます。 

 続きまして、番号１２、番号１３は関連しておりますので、一括してご説明いたします。番

号１２、所在、吉倉字後口谷津地先。地目、田、現況は畑。面積４９平方メートルほか１筆、

計２筆の合計面積１，５６９平方メートル。番号１３、所在、地目、同じく。面積は１，２９

９平方メートル。合計して、面積が２，８６８平方メートルです。区分は売買です。転用目的

は太陽光発電施設用地です。転用事由は、当該申請地に太陽光発電施設を設置し、安全なエネ

ルギーを利用した太陽光発電事業により、経営規模の拡大を図るものです。農地の区分は、農

業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地との理由から、第２種農地と判断

されます。なお、本件は議案第２号の番号３に関連しております。 

 番号１４、所在、沖字中沖地先。地目、畑。面積１７６平方メートルほか６筆、計７筆の合

計面積８，４２６平方メートル。区分は賃貸借です。転用目的は太陽光発電施設用地です。転

用事由は、当該申請地に太陽光発電施設を設置し、安全な自然エネルギーを利用した太陽光発

電事業を行い、経営規模の拡大を図るものです。農地の区分は、農業公共投資の対象となって

いない小集団の生産性の低い農地との理由から、第２種農地と判断されます。 

 以上です。 

○川野会長 

 途中ではございますが、ここで休憩をいたしたいと思います。 

休憩 午後３時５５分 

再開 午後４時１２分 

○川野会長 

 会議を再開いたします。 

 先ほど事務局の説明が終わりましたので、担当委員の調査報告をお願いいたします。１番、

中川副部長、お願いいたします。 

○中川副部長 

 議案第３号、１番の調査報告を行います。 

 申請地は市役所より北へ約１．２キロメートルに位置し、公衆用道路に面しており、進入路

は確保されております。この案件は住宅用地２棟分と進入路用地です。農地区分は第１種農地。

計画面積は７７６平方メートル。資金は自己資金。用水は市水道。汚水、雑排水は小型合併浄

化槽で浄化後、新設Ｕ字溝へ流す。防災計画は土砂等の流出をしないよう、ブロック、土留め

等を設置します。隣地農地は耕作者３名に本人が説明し、３人とも了解しているとのことです。
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特に問題はないと思います。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 ２番については私が担当でございますので、私から報告いたします。 

○川野会長 

 議案第３号、２番について調査報告いたします。 

 申請地は市役所より南側、約５００メートルに位置し、既存宅地の拡張のため進入路は確保

されております。農地区分は第３種農地と判断いたします。 

 次に一般基準ですが、本申請は宅地拡張用地ということですが、面積は１３２平方メートル

であり、面積は妥当と考えます。次に資金につきましては自己資金で賄う計画となっておりま

す。権利者は住環境の充実を目的として隣接する自己所有地を庭及び駐車場用地として利用す

るもので、必要性は認められます。 

 以上のことから、立地基準、一般基準とも何ら問題ないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 次に、３番について、石井委員、お願いいたします。 

○石井委員 

 議案第３号、３番についての調査報告を申し上げます。 

 立地基準ですが、八街駅より南東方向へ約２キロメートル。国道４０９号線木原交差点から

市道約３００メートルに位置し、進入路は確保されております。農地性としては用途地域外に

ある小集団の生産性の低い農地ですので、第２種農地と判断いたしました。代替性はないもの

と思われます。 

 この案件は３月に太陽光発電施設兼車庫用地として申請があったのですが、そのときに面積

が５，１７９平方メートルのうちの２７７．７８平方メートルの申請がありまして、現在は車

庫はでき上がっておりました。でも、でき上がった面積のうちの５８．７５平方メートルが漏

れていて、当初の長さについて誤って、短い設計図で設計をしてしまったので、その分の面積

が漏れていたとのことです。そして、申請された５条申請の許可申請もおくれてしまったとい

うことで、始末書も出されておりました。そして家族の方も大変申し訳なかったということで

したので、その点はあと、太陽光発電を屋根の上に設置することで申請は通っておりますので、

計画もそのように実行されると思っております。資金は借入金で賄うとのことでありますので、

このようなことはないということで、くれぐれも申し訳ないということで謝っておりました。 

 以上で何ら問題なく計画は実行されると思いますので、以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 次に、４番、岩品委員、お願いいたします。 

○岩品委員 

 議案第３号、４番についての調査報告を申し上げます。 
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 立地基準ですが、申請地は市役所より南に約４キロメートルに位置し、既存の敷地が市道に

面しており、進入路は確保されております。農地性としては１０ヘクタール以上の広がりのあ

る第１種農地と判断いたしました。しかし、事務指針３２ページ、②のⓔの（オ）に該当する

ため、例外的に許可することができると思われます。 

 次に、一般基準ですが、本申請は駐車場用地ということですが、申請面積１，１０６．４８

平方メートルであり、その事業内容から面積妥当と思われます。資金の確保につきましては、

自己資金にて賄う計画となっております。また、申請地には小作人等、権利移転に対して支障

となるものはありません。 

 次に、隣接に対する被害防除計画ですが、コンクリート柵渠を設けるので、土砂等の流出は

ありません。また、隣接農地は義務者の農地であり、問題ないと思われます。また、申請地は

土地改良受益地でもありません。権利者は事業を営む上で駐車場が不足しているため、必要性

についても認められ、合わせて許可後、速やかに事業を行うものと判断しました。 

 これらのことから、立地基準、一般基準ともに本案件は何ら問題ないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 続いて５番、武藤委員、お願いいたします。 

○武藤委員 

 議案第３号、５番について調査報告を申し上げます。 

 申請地は市役所より西へ約１．３キロメートルのところにあり、市道の公衆用道路に接して

おります。農地区分は事務指針２９ページ、⑤の（ｂ）に該当するため、第２種農地と判断い

たしました。代替性はありません。 

 申請地は実家近隣で父親の所有地であり、日当たりも良好なため、当地を選びました。賃借

期間は１０年です。自己資金にて賄います。１，７０８．９９平方メートルに３００ワットの

パネルを１９２枚設置する予定です。造成については埋め立て等は行わず、設置のみです。雨

水については敷地内処理、自然浸透いたします。工事中は近隣に迷惑がかからないように十分

に配慮し、また近隣者には太陽光発電設置計画をしている旨、説明したとのことです。 

 以上のことから何ら問題ないと思います。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 続いて、６番、７番、８番は関連しておりますので、栗原委員、あわせてお願いいたします。 

○栗原委員 

 議案第３号、６番、７番、８番は関連しておりますので、一括して調査報告を申し上げます。 

 まず、立地基準ですが、申請地は八街駅から西へ約４．５キロメートルに位置し、市道に面

しており、進入路は確保されております。農地性としては、事務指針２６ページ、アの①に該

当する、農振農用地であります。しかし、申請地先で計画されております不法投棄防止柵工事

に伴い、進入路として一時的に利用するための申請であり、施行も整地後、鉄板を敷く計画と
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なっております。工事完成後は速やかに原状回復される見込みであります。 

 資金につきましては自己資金にて賄う計画となっております。申請地は小作人等、権利設定

に対して支障となるものはありません。 

 以上のことから、立地基準、一般基準ともに、本案件は何ら問題ないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 次に、９番、１０番は関連しておりますので、あわせてお願いいたします。栗原委員、お願

いいたします。 

○栗原委員 

 議案第３号、９番、１０番は関連いたしておりますので、一括して調査報告を申し上げます。 

 まず、立地基準ですが、申請地は八街駅から西へ約５キロメートルに位置し、市道に面して

おり、進入路は確保されております。農地性としては、農地の広がりが１０ヘクタール以上の

農地に存在する、第１種農地に該当することを確認いたしました。しかし、主な事業地は隣接

する山林であり、その山林と合わせて整備する面積の範囲から事務指針の３２ページ、②のⓕ

の例外に該当すると判断いたしました。 

 次に、一般基準ですが、本申請は太陽光発電施設用地ということで、農地以外の土地と合わ

せて太陽光パネル８２８枚を設置するための面積が５，１７５．７０平方メートルで、そのう

ち申請面積は１，６９２．７０平方メートルであります。面積は妥当と思われます。資金につ

きましては借入金にて賄う計画となっております。申請地には小作人等、権利移転に対して支

障となるものはありません。隣接する農地に対する被害防除対策ですが、周囲にブロックを施

工し、雨水の流出等を防ぐ計画となっております。権利者である会社は、太陽光発電による収

益増を図っていることから、妥当性についても認められます。 

 これらのことから、立地基準、一般基準ともに、本案件は何ら問題ないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 次に、１１番、井口委員、お願いいたします。 

○井口委員 

 議案第３号、番号１１、調査報告を申し上げます。 

 まず、立地基準ですが、申請地はＪＲ八街駅から南へ約２．５キロメートルに位置し、市道

からの進入路は確保されております。農地性としては、農業公共投資の対象となっていない小

集団の生産性の低い農地ですので、事務指針２９ページの⑤の（ｂ）に該当するため、第２種

農地として判断いたしました。 

 次に、一般基準ですが、本申請は太陽光発電施設用地ということで、太陽光パネル６１６枚

を設置するための面積が２，５２８平方メートルであり、面積は妥当と思われます。資金につ

きましては借入金にて賄う計画となっております。申請地には小作人等の権利設定はなく、土

地改良受益地でもありません。事業計画ですが、用水は使用せず、雨水は砕石敷きにより自然
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浸透です。周囲にはコンクリートブロック積みとフェンスを設置し、隣地への雨水等を防止す

るとのことです。権利者は、太陽光発電による収入増を図っていることから、妥当性について

も認められます。 

 これらのことから、立地基準、一般基準ともに、本案件は何ら問題ないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 次に、１２番、１３番は先ほど説明済みです。 

 次に、１４番、林副部長、お願いいたします。 

○林副部長 

 議案第３号、１４番について調査報告を申し上げます。 

 まず、申請地でございますが、市役所より南へ約８キロメートル地点に位置しております。

進入路は市道より所有地を通り、確保されております。農地区分でありますが、事務指針２９

ページの⑤の（ｂ）に該当するため、第２種農地と判断いたしました。代替性はないものと思

われます。 

 計画面積につきましては、太陽光発電施設用地として適当であると思われます。資金面につ

きましては自己資金にて賄う計画となっております。許可後は速やかに目的につくものと思わ

れます。小作人等はございません。周辺農地の営農条件への被害防除対策でありますが、現況

のまま砂利敷き自然浸透とし、周辺に土砂の流出を防ぐ土堰提を設置します。日照、通風につ

きましては支障はないと思われます。 

 以上のことから、何ら問題ないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 担当委員の調査報告が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○川野会長 

 質疑なしということでございますので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第３号、１番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたし

ます。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１番については許可相当で決定いたします。 

 次に、２番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、２番については許可相当で決定いたします。 

 次に、３番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 
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（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、３番については許可相当で決定いたします。 

 次に、４番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、４番については許可相当で決定いたします。 

 次に、５番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、５番については許可相当で決定いたします。 

 次に、６番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、６番については許可相当で決定いたします。 

 次に、７番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、７番については許可相当で決定いたします。 

 次に、８番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、８番については許可相当で決定いたします。 

 次に、９番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、９番については許可相当で決定いたします。 

 次に、１０番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１０番については許可相当で決定いたします。 

 次に、１１番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１１番については許可相当で決定いたします。 

 次に、１２番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 
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（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１２番については許可相当で決定いたします。 

 次に、１３番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１３番については許可相当で決定いたします。 

 次に、１４番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１４番については許可相当で決定いたします。 

 次に、議案第４号、農用地利用集積計画の承認についてを議題といたします。 

 事務局、説明願います。菅沼副主幹、お願いいたします。 

○菅沼副主幹 

 それでは、議案第４号、農用地利用集積計画の承認について、ご説明いたします。なお、本

件につきましては平成２６年６月１２日付で八街市長から農業経営基盤強化促進法第１８条第

１項の規定により、農用地利用集積計画の承認を求められております。 

 番号１、所在、八街字北夕日丘。地目、畑。面積３，００４平方メートルのうち、９９０平

方メートルほか２筆、計３筆の合計面積１万４，３００平方メートルのうち、７，４２５平方

メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は１０年。新規です。 

 番号２、所在、滝台字板橋。地目、畑。面積１，９８３平方メートルほか２筆、計３筆の合

計面積３，８２９平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は２年９カ月。新規です。 

 番号３、所在、滝台字板橋。地目、畑。面積１，４８６平方メートルほか３筆、計４筆の合

計面積３，９６４平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は２年９カ月。新規です。 

 番号４、所在、八街字猿ヶ久保。地目、畑。面積１，９０７平方メートルほか２筆、計３筆

の合計面積５，７９０平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は５年。新規です。 

 番号５、所在、根古谷字内ノ台。地目、畑。面積２，８７２平方メートルほか３筆、計４筆

の合計面積５，５７８平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は５年。新規です。 

 番号６、所在、八街字東金道。地目、畑。面積５，２１９平方メートルのうち、４，９７４

平方メートル。利用権の種類は使用貸借。期間は５年。新規です。 

 番号７、所在、文違字文違野。地目、畑。面積８，４３６平方メートルのうち、５，０００

平方メートル。利用権の種類は使用貸借。期間は５年。新規です。 

 なお、ただいまご説明いたしました番号１から７までの案件については農業経営基盤強化促

進法第１８条第３項の各要件を満たしているものと考えます。 

 以上です。 

○川野会長 
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 議案の説明が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○川野会長 

 質疑なしということでございますので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第４号、１番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたし

ます。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１番については承認することに決定いたします。 

 次に、２番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、２番については承認することに決定いたします。 

 次に、３番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、３番については承認することに決定いたします。 

 次に、４番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、４番については承認することに決定いたします。 

 次に、５番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、５番については承認することに決定いたします。 

 次に、６番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、６番については承認することに決定いたします。 

 次に、７番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、７番については承認することに決定いたします。 

 次に、議案第５号、農地法第３条関係事務指針の一部改正についてを議題といたします。 

 事務局、説明願います。菅沼副主幹、お願いいたします。 

○菅沼副主幹 



－２０－ 

 それでは、議案第５号、農地法第３条関係事務指針の一部改正について、ご説明いたします。

農業の構造改革を推進するため、農地法の一部改正が行われ、平成２６年４月１日から施行さ

れております。それに伴い、八街市の農地法第３条関係事務指針を一部改正するものです。な

お、今回改正された主な内容でございますが、都道府県段階に農地中間管理機構が設立された

ことに伴い、関係する条文の追加及び変更、それに合わせて遊休農地対策についての内容が変

更になっております。 

 以上で議案の説明を終わらせていただきますので、ご審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

○川野会長 

 議案の説明が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○川野会長 

 ないようですので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第５号について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、議案第５号については承認することに決定いたします。 

 菅沼副主幹、改正後の事務指針の取り扱いについて説明願います。 

○菅沼副主幹 

 今後の事務指針の取り扱いについてでございますが、農地法関係法令の改正に伴う大きな変

更につきましては、また総会においてお諮りいたしますが、誤字脱字や軽微な変更につきまし

ては事務局長の判断により会長専決により、農地法第３条事務指針を変更することについてご

承認いただきたいと思います。 

 以上です。 

○川野会長 

 事務局の説明を終わり、事務指針の取り扱いについては、誤字脱字や軽微な変更については

事務局長の判断により、会長専決によって農地法第３条事務指針を変更することとしてよろし

いかをお諮りいたします。異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○川野会長 

 異議なしということでございますので、今後、誤字脱字や軽微な変更にかかる案件の事務処

理については会長専決で処理をいたします。 

 次に、議案第６号、八街市農業委員会総会規則の一部改正についてを議題といたします。 

 事務局、説明願います。菅沼副主幹、お願いいたします。 

○菅沼副主幹 

 それでは、今度は１枚刷りの方でお願いします。 



－２１－ 

 議案第６号、八街市農業委員会総会規則の一部改正について、ご説明いたします。 

 社会的情勢の変化により、現状に即した規定にする必要があることから、傍聴人にかかる条

文について、規則の一部を改正するものです。なお、今回の改正の主な内容でございますが、

規則第１５条中銃器の表記を削除し、合わせて関係する第１５条第２項及び第３項の追加及び

変更をするものでございます。また、合わせて第２条第３項中、次の各号の一にとありますが、

それを次の各号のいずれかに改正するものでございます。 

 以上で議案の説明を終わらせていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○川野会長 

 議案の説明が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。質疑はございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○川野会長 

 質疑なしということでございますので、お諮りいたします。 

 議案第６号について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、議案第６号については承認することに決定いたします。 

 次に、報告第１号、農地法第１８条第６項の規定による通知について、事務局、説明願いま

す。菅沼副主幹、お願いいたします。 

○菅沼副主幹 

 報告第１号、農地法第１８条第６項の規定による通知について、ご報告いたします。 

 番号１、所在、東吉田字平井。地目、畑。面積７，２４６平方メートルです。合意の成立日、

土地引き渡し時期ともに平成２６年５月３１日です。 

 番号２、所在、根古谷字内ノ台。地目、畑。面積２，８７２平方メートルほか１筆、計２筆

の合計面積３，８６３平方メートル。合意の成立日、土地引き渡し時期ともに平成２６年５月

３１日です。 

 以上です。 

○川野会長 

 これは報告事項ですので、事務局の説明を持って承諾願います。 

 以上で本日の審議すべき案件は全て終了いたしました。 

 ご苦労さまでした。 

○醍醐事務局長 

 閉会を宣す。（午後４時４７分） 

 



－２２－ 
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